









Forty eight members of the Research Project Ensuring Food Safety from Farm to Table supported by a grant-in-aid
from the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries of Japan participated in a proficiency testing program in food mi-
crobiology for viable cell counts (total counts for Escherichia coli, Enterobacter aerogenes and Enterococcus faecalis)
and all reported values were judged as acceptable because absolute values of z scores were less or equal 2. Forty two of
the 48 members also measured coliform group (total counts for Escherichia coli and Enterobacter aerogeneses) and 39
reported values were acceptable. Out of the 48 members 26 and 23 members reported the counts for Escherichia coli and
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and Environment Research Agency）が１９９７年から提供



















































NCTC 9001 / ATCC 11775
・試料 A-2：Enterobacter aerogenes（大腸菌群）
NCTC 10006 / ATCC 13048
・試料 A-3：Enterococcus faecalis（腸球菌）
NCTC 775 / ATCC 19433
・試料Ｂ：Staphylococcus aureus（黄色ブドウ球菌）

















参加機関 一般生菌 大腸菌群 大腸菌 黄色ブドウ球菌
独法研究機関 ２２ ２２ １４ １３
大学 ２２ １６ １０ ８
都道府県等の
研究機関 ４ ４ ２ ２






















































一般生菌 大腸菌群 大腸菌 黄色ブドウ球菌
生産工程プロのデータ
参加数 ４８ ４２ ２６ ２３
最大値 ３３００００ １２６０ １０５ ９０
中央値 ２０３２５０ ８２０ ６５ ８１
平均値 ２０７９６２ ７７９ ６３ ８１
最小値 １２００００ ６０ ２０ ６３
実施元の第８回（春）データ
目標値 １７８０００ ７９４ ６０ ６９
ｚスコア＝＋２の濃度 ５６３０００ ２５１０ １９０ ２１８
ｚスコア＝－２の濃度 ５６３００ ２５１ １９ ２２
報告数 １４３７ １４２０ ９７７ １２９５














加温溶解後の滅菌実施 はい ○ ○
いいえ ○
加温溶解の条件 沸騰水中で加温 ○ ○
電子レンジ ○
オートクレーブ滅菌温度 １２１℃ ○ ○
未記入 ○
オートクレーブ滅菌時間 １５分間 ○ ○
未記入 ○
培地調製後，混釈までの １時間 ○












質問項目 一般生菌 計４８ 大腸菌群 計４２ 大腸菌 計２６ 黄色ブドウ球菌 計２３
検査を日頃実施 実施している ７ 実施している ２
定性試験のみ実施 ０ 定性試験のみ実施 １
していない １９ していない ２０
検査法 寒天平板塗抹法 ３１ 寒天平板塗抹法 ２７ 寒天平板塗抹法 １７ 寒天平板塗抹法 ２１
寒天平板混釈法 １７ 寒天平板混釈法 １５ 寒天平板混釈法 ９ 寒天平板混釈法 １
簡易培地による方法 ０ 簡易培地による方法 ０ 簡易培地による方法 ０ 簡易培地による方法 ０
MPN法 ０ 未記入 １
使用培地名 標準寒天培地 ３５ デゾキシコレート培地 １４ 発色酵素基室培地 １１ 卵黄加マンニット食塩培地 ６
ペトリフィルム ０ XM−G培地（日水） １０ XM−G培地（日水） １０ X−SA寒天培地（日水） ３
コンパクトドライ（日水） ０ X−GAL培地（日水） ８ ペトリフィルム ０ 食塩卵寒天培地 １
その他 １３ 発色酵素基質培地 １ コンパクトドライ（日水） ０ 発色酵素基室培地 ０
ペトリフィルム １ その他 ５ ペトリフィルム ０
コンパクトドライ（日水） ０ コンパクトドライ（日水） ０
BGLB培地 ０ その他 １２
その他 ８ 未記入 １
使用培地メーカー 日水製薬 ２３ 日水製薬 ２７ 日水製薬 １３ 日水製薬 １０
栄研器材 １２ 栄研器材 １２ 栄研器材 ０ 栄研器材 ８
極東製薬 ０ 極東製薬 ０ 極東製薬 ０ 極東製薬 ０
ＢＤ ８ ＢＤ ０ ＢＤ ０ ＢＤ ３
関東化学（メルク） ３ 関東化学（メルク） ２ 関東化学（メルク） １０ 関東化学（メルク） ０
３Ｍ ０ ３Ｍ １ ３Ｍ ０ ３Ｍ ０
その他 １ その他 ０ その他 ３ その他 １
未記入 １ 未記入 １
培地調製日 検査当日 ２７ 検査当日 ２５ 検査当日 １９ 検査当日 ４
前日以前 ２１ 前日以前 １６ 前日以前 ７ 前日以前 １２
生培地 ０ 生培地 １ 生培地 ０ 生培地 ７
培地調製条件 加温溶解 １９ 加温溶解 ２
オートクレーブ滅菌 ２２ オートクレーブ滅菌 １３
未記入 １ 加温溶解・オ トークレーブ滅菌 １
未記入 ７
加温溶解後の滅菌実施 はい ２０ はい ８ はい １０
いいえ ２７ いいえ ３０ いいえ ６
未記入 １ 未記入 ４ 未記入 ７
加温溶解の条件 直火で煮沸（加温） ０ 直火で煮沸（加温） ０ 直火で煮沸（加温） ０
沸騰水中で加温 １８ 沸騰水中で加温 １６ 沸騰水中で加温 １０
電子レンジ １ 電子レンジ １０ 電子レンジ ０
未記入 ２９ 未記入 １６ 未記入 １３
オートクレーブ滅菌温度 １２１℃ ４７ １２１℃ ２１ １２１℃ １４
未記入 １ 未記入 ２１ 未記入 ９
オートクレーブ滅菌時間 １２分間 ３ １２分間 １ １５分間 １４
１５分間 ４２ １５分間 １９ 未記入 ９
２０分間 ２ ２０分間 １




培地調製後、混釈までの １時間 ９ １時間 ８
保温時間 ２時間 ２ ２時間 ３
３時間 ３ ３時間 ２
４時間 １ ４時間 ２
６時間 １ ５時間 １
未記入 ３２ 未記入 ２６
混釈培養時の温度把握 はい １７ はい １４
いいえ ０ いいえ ０
未記入 ３１ 未記入 ２８
混釈培養時の温度 ４０℃ １ ４０℃ １
４７℃ １ ４５℃ １
５０℃ ９ ４７℃ １
５２℃ ６ ４８℃ １
未記入 ３１ ５０℃ ９
５２℃ １
未記入 ２８
培養温度 ３０℃ ２ ３０℃ １ ３５℃ ７ ３５℃ ８
３５℃ １２ ３５℃ １０ ３７℃ １８ ３７℃ １５
３７℃ ３４ ３７℃ ３１ １２１℃ １
培養時間 １８時間 １ １８時間 ２ １８時間 １ １８時間 １
２０時間 ９ ２０時間 １２ ２０時間 １１ ２０時間 ３
２２時間 １ ２２時間 １ ２２時間 １ ２１時間 １
２４時間 ６ ２４時間 ２０ ２４時間 １０ ２２時間 １
４１．５時間 ２ ４８時間 ７ ４８時間 ３ ２４時間 ７
４８時間 ２９ ４２時間 １
４８時間 ９
確認試験 同定キット ７ グラム染色 ４
グラム染色 ２ 同定キット ３
IMViC試験 ２ ラテックス凝集コアグラー ゼ試験 ２
グラム染色・同定キット １ 血漿でのコアグラー ゼ試験 １
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